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2022年は中村元記念館開館10周年・中村元博士生誕110年

という節目の年でした！皆様に今までの感謝を伝えるため

に、一年を通して様々な展示・イベントを行いました。 

 

開
館
十
周
年
の
記
念
と
し
て
図
書
閲
覧
室
の
拡
張
工
事
を
メ
イ
ン
と
し
た
施

設
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、松
江
市
長
、副
市
長
ご
臨
席
の
も
と
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
の
式
典
と
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。 

当
日
は
沢
山
の
方
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
、中
村
博
士
や
記
念
館
の
足
跡
に
思
い
を
は
せ
て
い
た
だ
け
る

時
間
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
十
周
年
を
記
念
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
配
布
や
、
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
い
ま

し
た
。 

施
設
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー 

2022年4月～2023年3月に中村元記念館へご寄付してくださった方のご芳名です。 

（2023年3月31日までの入金確認分） 

みなさまからの温かいご支援、心より御礼申し上げます。 

寄付者ご芳名 ※日付順 

【
団 

体
】 

宗
教
法
人
延
命
寺
様(

大
府
市
大
東
町
） 

創
価
学
会
様 

株
式
会
社 

山
陰
中
央
新
報
社
様 

心
身
教
育
研
究
所
様 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派 

明
顕
寺
様(

出
雲
市
今
市
町) 

眞
光
寺
様(

松
江
市
奥
谷
町) 

清
水
寺
様(

京
都
市
東
山
区) 

株
式
会
社
太
陽
電
機
製
作
所
様 

宗
教
法
人
天
王
寺
様(

東
京
都
台
東
区) 

真
宗
大
谷
派 

永
泉
寺
様(

松
江
市
寺
町) 

慈
眼
寺
様(

出
雲
市
今
市
町) 

株
式
会
社
谷
口
印
刷
様 

株
式
会
社
ミ
ッ
ク
様 

株
式
会
社
ウ
ッ
ド
ス
タ
イ
ル
様 

島
根
電
工
株
式
会
社
様 

カ
ナ
ツ
技
建
工
業
株
式
会
社
様 

島
根
日
産
自
動
車
株
式
会
社
様 

株
式
会
社
松
文
オ
フ
テ
ッ
ク
様 

一
般
財
団
法
人 

ご
う
ぎ
ん
財
団
様 

株
式
会
社
伸
興
サ
ン
ラ
イ
ズ
様 

華
蔵
寺
様(

松
江
市
枕
木
町) 

松
江
土
建
株
式
会
社
様 

新
和
設
備
工
業
株
式
会
社
様 

中
浦
食
品
株
式
会
社
様 

公
益
社
団
法
人
日
本
弘
道
会
様 

一
心
寺
様(

大
阪
市
天
王
寺
区) 

山
陰
中
央
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
株
式
会
社
様 

ま
る
な
か
建
設
株
式
会
社
様 

株
式
会
社 

島
根
銀
行
様 

宗
教
法
人
妙
法
院
様(

京
都
市
東
山
区) 

株
式
会
社
ユ
ニ
コ
ン
様 

宗
教
法
人 

園
城
寺
様(

滋
賀
県
大
津
市) 

真
宗
大
谷
派 

正
応
寺
様(

松
江
市
中
原
町) 

有
限
会
社
酒
の
槙
戸
天
狗
堂
様 

 

 

宗
教
法
人
観
音
院
様(

大
分
市
大
字
千
歳) 

島
根
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
様 

総
本
山 

仁
和
寺
様(

京
都
市
右
京
区) 

真
宗
大
谷
派 

法
林
寺
様(

東
伯
郡
湯
梨
浜
町) 

正
蓮
寺
様 

(

出
雲
市
下
古
志
町) 

宗
教
法
人
宗
玄
寺
様(

出
雲
市
斐
川
町) 

株
式
会
社
メ
デ
ィ
ア
ス
コ
ー
プ
様 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
様(

京
都
市
下
京
区) 

株
式
会
社
ウ
エ
ヤ
マ
様 

 

(

株)

ア
ー
ト
マ
ン
様 

民
族
音
楽
研
究
会
様 

 

（
宗
）
願
立
寺
様(

出
雲
市
大
社
町) 

浄
念
寺
様(

広
島
県
竹
原
市) 

宗
教
法
人
清
水
寺
様(

安
来
市
清
水
町) 

 

妙
覚
寺
様(

萩
市
下
五
間
町) 

有
限
会
社
ア
エ
ラ
地
域
文
化
デ
ザ
イ
ン
室
様 

念
法
眞
教
様 

 

一
畑
寺
様(

出
雲
市
小
境
町) 

宗
教
法
人
三
千
院
様(

京
都
市
左
京
区) 

長
寿
寺
様(

熊
本
市
南
区
富
合
町) 

税
理
士
法
人 

矢
尾
井
会
計
様 

  

【
中
村
元
東
洋
思
想
文
化
賞
の
ご
協
賛
企
業
】 

一
般
財
団
法
人
さ
ん
そ
財
団
様 

株
式
会
社
ウ
ミ
ラ
イ
様 

美
保
テ
ク
ノ
ス
株
式
会
社
様 

一
般
財
団
法
人 

ご
う
ぎ
ん
財
団
様 

【
個 

人
】 

吉
岡 

七
絵
様 

 

岩
崎 

博
様 

池
田 

均
様 

大
塚 

鐵
雄
様 

篠
﨑 

雅
貴
様 

西
村 
ア
イ
子
様 

野
津 
一
成
様 

野
津 

寛
美
様 

北
島 

清
秀
様 

山
本 

廣
基
様 

寺
本 

栄
寿
様 

清
水
谷 

圭
様 

三
島 

俊
弘
様 

古
瀬 

修
一
様 

山
本 

芳
郎
様 

前
田 

專
學
様 

山
田 

收
様 

島
田 

隆
輔
様 

日
溪 

清
毅
様 

赤
井 

厚
生
様 

白
根 

善
美
様 

澤 
 

真
吾
様 

瀬
古 

康
雄
様 

東
地 

悟
様 

笠
原 

愛
古
様 

桜
井 

俊
彦
様 

川
瀬 

清
様 

木
下 

恭
子
様 

釈 

悟
震
様 

中
村 

祥
江
様 

山
口 

弘
江
様 

—中村元記念館の運営は、皆様からのご寄付によって支えられています― 

ご寄付の方法については 

こちらをご覧ください。 

 

長
崎 

昭
憲
様 

雲
藤 

一
英
様 

石
田 

学
様 

丸
井 

浩
様 

山
本 

勝
様 

糸
川 

和
浩
様 

福
田 

衆
一
様 

沖
田 

知
也
様 

岡
村 

光
展
様 

森
田 

俊
作
様 

勝
部 

祐
治
様 

４ ／ 
16 

ヨ
ガ
と
音
楽
の
優
雅
な
休
日  

6 ／ 
19 

国
際
連
合
総
会
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
国
際
ヨ
ー
ガ
の
日
に
ち
な
み
、記
念
館
で

は
ヨ
ガ
と
イ
ン
ド
音
楽
を
組
み
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。 

 

中
村
元
記
念
館
文
化
講
座
講
師 

瀬
古
康
雄
先
生
に
よ
る
イ
ン
ド
伝
統

楽
器
“シ
タ
ー
ル
”
を
用
い
た
イ
ン
ド
二
大
叙
事
詩
の
「
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
」

と
、
仏
教
音
楽
の
「
グ
ン
カ
リ
」
の
演
奏
で
癒
さ
れ
た
後
は
、八
束

公
民
館
で
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
を
さ
れ
て
い
る
、山
本
紀
子
先
生
の
ご

指
導
の
も
と
ヨ
ガ
を
行
い
ま
し
た
。 

 

12 ／ 3 

開
館
十
周
年
記
念
公
演 

 

「
仏
教
に
お
け
る
食
（
じ
き
）
」 

【
開
館
十
周
年
記
念
講
座
第
二
弾
】 

二
〇
二
二
年
四
月
よ
り
、
前
田
專
學
前
館
長
に
代
わ
っ
て
中
村
元

記
念
館
館
長
に
就
任
し
た
藤
井
教
公
先
生
に
よ
る
、
記
念
公
演
を

行
い
ま
し
た
。 

様
々
な
宗
教
に
お
い
て
密
接
な
関
係
が
あ
る
「
食
」
、特
に
仏
教
に

お
け
る
「
食
（
じ
き
）
」
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
、ど
の
よ
う
に
摂

る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
ま
し
た
。 

【
開
館
十
周
年
記
念
講
座
第
三
弾
】 

3 ／ 6~7 

特
別
集
中
講
義 

 

「
釈
尊
の
修
行
と
覚
り
」 

2023 

 

十
周
年
記
念
リ
レ
ー
講
座
の
締
め
く
く
り
は
、東
京
大
学
名
誉

教
授 

丸
井
浩
先
生
に
よ
る
、特
別
集
中
講
義
で
し
た
。 

ゴ
ー
タ

マ
・シ
ッ
ダ
ッ
タ
王
子
と
し
て
の
少
年
時
代
、結
婚
、
そ
し
て
出
家
に

至
っ
た
釈
尊
の
そ
の
後
の
生
涯
を
、様
々
な
仏
伝
を
参
照
し
な
が
ら

辿
り
ま
し
た
。  

 

講
義
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
行
い
、県
内
外
の
方
が
受
講
さ
れ

ま
し
た
。 

2022 
【
開
館
十
周
年
記
念
講
座
第
一
弾
】 



10 ／ 29 

中
村
元
記
念
館
開
館
十
周
年 

 
中
村
元
博
士
生
誕
百
十
周
年
記
念
式
典 

2 ／ 
23 

イ
ン
ド
独
立
七
五
周
年
・中
村
元
記
念
館
開
館
十

周
年 

中
村
元
博
士
生
誕
百
十
年
記
念
公
演 

 

「
悠
久
な
る
神
々
の
世
界 

   

〜
南
イ
ン
ド
の
古
典
舞
踊
と
音
楽
〜
」  

  

授
賞
式
で
は
中
国
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
さ
れ
た
朱 

弈

（
し
ゅ
・え
き
）
さ
ん
（
一
橋
大
学
大
学
院
修
了
）
の
「
現
代
中
国

に
お
け
る
伝
統
文
化
の
教
育
と
学
習
―
民
間
に
見
る
文
化
と
し

て
の
仏
教
の
実
践
」
に
松
江
市
長
賞
が
授
与
さ
れ
、張 

亮
（
ち
ょ

う
・り
ょ
う
）
さ
ん
（
龍
谷
大
学
卒
業
）
の
「
（
主
論
文
）
『
維
摩

経
』
の
研
究
― 

「
不
二
」
（ad

 v
a

y
a

） 

思
想
を
中
心
と
し
て
―

（
副
論
文
）
『
維
摩
経
』
「
入
不
二
法
門
品
」
の
梵
・蔵
・漢
訳
の
比

較
研
究
― 

特
に
支
謙
訳
の
特
質
を
中
心
と
し
て
―
」
に
奨
励
賞

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
（
優
秀
賞
は
該
当
者
な
し
で
し
た
）
。 

         

記
念
式
典
で
は
、清
水
谷
善
圭
理
事
長
・
藤
井
教
公
館
長

が
無
事
に
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
を
述

べ
、ま
た
、
来
賓
祝
辞
と
し
て
松
江
市
上
定
昭
仁
市
長
か
ら
は
今

後
も
東
洋
思
想
研
究
の
拠
点
施
設
と
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い

と
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
イ
ン
ド
大
使
サ
ン
ジ
ェ
イ
・ク

マ
ー
ル
・ヴ
ァ
ル
マ
様
、島
根
県
丸
山
達
也
知
事
、そ
の
他
沢
山
の

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！
） 

 
 

 
 

そ
の
後
は
、職
員
制
作
の
記
念
館
十
年
の
歩
み
の
動
画
を
上

映
し
、
記
念
館
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、二
〇
二
二
年
三
月
で
中
村
元
記
念
館
館
長
を
退
任
し
、

今
日
ま
で
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
前
田
專
學
先
生
に
、感
謝
状
を
贈

呈
し
ま
し
た
。 

 

      

 

 

最
後
に
、山
陰
中
央
新
報
「
中
村
元 

慈
し
み
の
心
」
の
執
筆
を

ご
担
当
さ
れ
て
い
る
服
部
育
郎
先
生
に
よ
る
特
別
記
念
講
演

会
「
慈
し
み
と
は
何
か
―
原
始
仏
教
か
ら
考
え
る
―
」

を
行
い
、盛
会
の
内
に
終
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。 

 
 

今
後
も
、中
村
元
記
念
館
が
十
五

年
、二
十
年･

･
･

と
続
い
て
行
け
る
よ

う
に
、博
士
の
資
料
の
整
理
・
保
存
、ま

た
、様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
、
中
村

元
博
士
の
業
績
・お
人
柄
を
よ
り
多

く
の
皆
様
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
、

関
係
者
一
同
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、中
村
元
記
念
館
を
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。  

職員作：10年の歩みムービー 

前田專學前館長 

清水谷善圭理事長 

藤井教公館長 

松江市 上定昭仁市長 

一
年
を
通
し
て
行
わ
れ
た
十
周
年
イ
ベ
ン
ト
の
集
大
成
と
し
て
、松
江
テ
ル
サ
で
記
念
式
典
並
び
に

第
七
回
中
村
元
東
洋
思
想
文
化
賞
授
賞
式
を
行
い
ま
し
た
。  

 

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
も
行
い
、松
江
市
長
・副
市
長
ご
臨
席
の
も
と
、延
べ
一
五
〇
名
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。  

2023 

 

中
村
元
記
念
館
が
十
周
年
を
迎
え
た
二
〇
二
二
年
は
、
イ
ン
ド
独
立
七
五
周
年
、
そ

し
て
日
印
国
交
樹
立
七
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
し
た
。こ
れ
を
記
念
し
て
、二
月

二
三
日
に
は
松
江
テ
ル
サ
ホ
ー
ル
で
松
江
市
上
定
昭
仁
市
長
、
松
江
市
能
海
広
明
副

市
長
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、在
大
阪
・神
戸
イ
ン
ド
総
領
事
館
主
催
、中
村
元
記
念
館

共
催
の
イ
ベ
ン
ト
、
イ
ン
ド
独
立
七
五
周
年
・中
村
元
記
念
館
開
館
十
周
年 

中
村
元
博

士
生
誕
百
十
年
記
念
公
演
「
悠
久
な
る
神
々
の
世
界
〜
南
イ
ン
ド
の
古
典
舞
踊
と
音

楽
〜
」
を
行
い
ま
し
た
。第
一
部
で
は
当
館
の
笠
原
愛
古
研
究
員
が
中
村
元
博
士
に
つ

い
て
の
講
演
を
行
い
、
第
二
部
で
は
南
イ
ン
ド
舞
踊
と
音
楽
の
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。 

  

イ
ン
ド
と
の
交
流 

2 ／ 
24 

イ
ン
ド
国
よ
り
ブ
ロ
ン
ズ
の 

    

ガ
ネ
ー
シ
ャ
の
像
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。  

   

ニ
キ
レ
ー
シ
ュ
・
ギ
リ
在
大
阪
・
神
戸
イ
ン
ド
総
領
事
、
松
江
市 

能
海
広
明
副
市
長
、松
尾
倫
男
山
陰
イ
ン

ド
協
会
会
長 

山
陰
中
央
新
報
社
社
長 

ご
臨
席
の
も
と
除
幕
式
を
行
い
、記
念
館
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
展
示
室
前
で
皆
様
を
お
出
迎
え
し
て
い
ま
す
。 

 

ガ
ネ
ー
シ
ャ
神
は
、あ
ら
ゆ
る
障
害
を
除
く
こ
と
か
ら
、
新
し
い
事
業
な
ど
を
始
め
る

に
あ
た
っ
て
信
仰
さ
れ
、除
災
厄
除
・財
運
向
上 

、
そ
し
て
智
慧
・
学
問
の
神
様
で
も
あ

り
ま
す
。 

 

日
本
の
仏
教
に
お
い
て
も
聖
天
（
歓
喜
天
）
と
し
て
伝
わ
り
、
日
本
人
に
と
っ
て
も
ゆ
か

り
の
深
い
神
様
で
あ
り
、中
村
博
士
の
著
作
に
も
何
度
も
登
場
し
て
い
る
神
様
で
す
。 

今
後
も
博
士
の
愛
し
た
イ
ン
ド
と
の
絆
を
大
切
に
し
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

企
画
展
の
開
催 

並
河
萬
里
写
真
展 

「
巡
礼
～
中
村
元
の
旅
路
を
辿
る
」   

期
間 

： 

二
〇
二
二
年
九
月
二
九
日
～
十
一
月
三
十
日 

      

展
示
場
所
： 

中
村
元
記
念
館
ロ
ビ
ー
他  

「
丸
山
勇
『
慈
し
み
の
心
』
写
真
展 

」  

 

期
間
：二
〇
二
二
年
四
月
一
六
日
～
八
月
三
一
日 

      

展
示
場
所
： 

中
村
元
記
念
館
ロ
ビ
ー  

東
洋
思
想
の
巨
星 

中
村
元
博
士 

「
は
じ
め
の
は
じ
ま
り
」 

      
～
若
き
日
の
作
文
・日
記
よ
り
～   

期
間 

： 

二
〇
二
二
年
十
月
三
日
～
十
月
三
一
日 

展
示
場
所
：島
根
大
学
附
属
図
書
館
本
館 1

 

階
展
示
室    

「
中
村
元
博
士
と
松
江
」   

期
間 

： 

二
〇
二
三
年
三
月
一
日
～
六
月
一
八
日 

      

展
示
場
所
： 

中
村
元
記
念
館
ロ
ビ
ー  

中
村
元
博
士
が
翻
訳
し

た
二
五
〇
〇
年
前
、ブ
ッ
ダ

が
弟
子
た
ち
に
語
っ
た
言

葉
を
、写
真
家
丸
山
勇
氏

の
イ
ン
ド
の
風
景
写
真
と

と
も
に
展
示
し
ま
し
た
。 

松
江
市
出
身
の
中
村
元
博
士
が
生
前
訪
れ

た
東
洋
の
国
々
の
風
景
を
、同
じ
く
松
江

市
ゆ
か
り
の
並
河
萬
里
氏
の
写
真(

三
七

点)

で
た
ど
り
、そ
の
場
所
に
つ
い
て
中
村

元
博
士
が
残
し
た
文
章
、二
人
が
生
前
交

わ
し
た
書
簡
な
ど
の
貴
重
資
料

も
併
せ
て
展
示
し
ま
し
た
。 

［共催］山陰インド協会 
［協力］公益財団法人しまね文化振興財団 
［後援］在大阪・神戸インド総領事館 
       松江市/松江市教育委員会 
        山陰中央新報社 

中
村
元
博
士
若
き
日
の
作
文
・
日
記
や
絵

画
な
ど
を
展
示
し
、後
に
東
洋
思
想
の
世

界
的
権
威
と
称
さ
れ
る
に
至
る
中
村
元

博
士
の
思
想
の
原
点
に

触
れ
る
展
示
を
行
い
ま

し
た
。展
示
は 

島
根
大

学
附
属
図
書
館
本
館 

1

階
展
示
室
で
開
催
さ

れ
、学
生
に
も
好
評
で

し
た
！ 

中
村
元
博
士
が
生
涯
大
切
に
し
て
い
た
故

郷
・松
江
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
、当
館

で
所
蔵
し
て
い
る
資
料
（
松
江
に
つ
い
て

語
っ
た
中
村
博
士
の
記
事
や
松
江
名
誉
市

民
を
贈
ら
れ
た
時
の
写
真
や
書
簡
な
ど
）

を
展
示
室
と
ロ
ビ
ー
で
展
示
し
ま
し
た
。 

 

記念撮影風景（モニター：松江市長賞の

朱さん、列中央：奨励賞の張さん） 

来場者のご感想（抜粋） 

・慈しみの意味が、少しわかり
心が安らぐ思いがしました 

・原始仏教を勉強したいと思う 

・これからもずーっと元先生の
慈しみの心が広がっていくこと
を願っています 

 沢山のご感想 

ありがとうございました♪ 


